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【水圧】

水の重さによる圧力を水圧という。水圧は水面

からの深さが深いほど大きくなり、水中の物体のど

の面に対しても垂直にはたらく。（深さが1m深くな

るごとに10000Paずつ大きくなる）

【浮力】

水中にある物体が水から鉛直上向きに受ける力を浮力という。

◆浮力が生じるわけ 水中の物体には、その物体のすべての面に水圧がかかる。水圧は水面からの

深さが深いほど大きいので、物体の上面を下向きに押す水圧よりも物体の下面

を上向きに押す水圧の方が大きく、その差が浮力を生じる原因となる。

【力の合成】

いくつかの力が1つの物体にはたらいているとき、これらの力全体のはたらきと同じはたらきをする1

つの力を求めることを力の合成といい、合成によって求めた力を合力という。

◆同じ向きの２力 物体にはたらく力 f1と f2が、同じ作用線上で同じ向き

のとき、これら2力の合力Fはもとの力の大きさの和になり

（F＝ f1＋ f2）、向きはもとの2力の向きと同じになる。

◆反対向きの２力 物体にはたらく力f1と f2が、同じ作用線上で反対

向きのとき、これら2力の合力Fはもとの力の大きさ

の差になり（F＝ f1－ f2）、向きは大きい力の向きと

同じになる。

重力

ばねが引く力

浮力の分だけ
小さくなる

浮力

浮力
上下面の水圧
の差による力

側面の水圧は
等しい

Aの水圧＝Bの水圧

Cの水圧＝Dの水圧

Eの水圧＝Fの水圧

Gの水圧＝Hの水圧

A B

C

DE F

G H

f1

F

f2

合成

合成

F

f1f2
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◆方向の違う２力の合成 同一作用線上になく、ある角度を

なしてはたらく2力 f1と f2の合力F

は、f1と f2をとなり合う2辺とする平

行四辺形の対角線で求められる。

【力の分解】

1つの力を2つ以上の力に分けることを分解といい、分けた力を分力という。

◆分力の求め方 分解する力を対角線とする平行四辺

形をつくれば、平行四辺形の2辺の矢印

が、それぞれの分力の大きさと方向を表

す。分力の大きさは、分解する力の方向

によって変化する。

【３力のつり合い】

任意の2力の合力と残りの1つの力とが、2力のつり合いの条件を成立させればよい。

◆1点にはたらく３力のつり合い 物体の1点に3力がはたらいて、その物体が動かないとき、任意の

2力をとなりあう2辺として力の平行四辺形をつくると、その対角線で

求めた合力は残りの力と大きさが等しく、向きが反対である。

【作用・反作用】

物体Aが物体Bに力（作用の力）をおよぼすと

き、物体Bも物体Aに力（反作用の力）をおよぼして

いる。作用と反作用の2力は、同じ作用線上にあり、

向きが反対で、大きさは等しい。これは、2力がつり

合う条件と同じであるが、つり合う2力は1つの物

体に2つの力がはたらいたときのことであり、作用

と反作用の2力は2つの物体の間でやりとりされる力なので、それぞれ別々の物体にはたらく力である。

f1と f 2とf 3の合力

がつり合っている

f 2とf 3の
合力

f 1とf 3の合力

f 1とf 2の合力

f2と f1とf3の合力

がつり合っている

f 3と f1とf2の合力

がつり合っている

f2

f1

f3

f 2

f1

f3

f2

f 1

f 3

f1 F

f 2

合成

f 1

F

f2

Ff 1

f 2

動きだす
人が壁を押す力
（作用）

壁が人を押す力
（反作用）

壁
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【物体の運動】

物体が時間の経過とともに、その位置を変えること。

◆速さ 単位時間に移動した距離。

速さ＝

◆瞬間の速さ スピードメーターなどで示される、瞬間ごとに変化する速さ。

◆平均の速さ 速さがいつも同じでないとき、移動した距離をそれに要した時間で割った速さ。

【運動の記録】

物体の運動のようすは、ストロボ写真や記録タイマーで記録する。

◆記録タイマー 比較的速い運動のようすを記録する器具。運動する物体にテープを引かせ、その

テープの上に打点する。

◆ストロボ写真 カメラのシャッターを開放したまま、ストロボス

コープ（等しい時間間隔で発光する装置）の光

を当てて撮った写真。瞬間、瞬間の物体の位置

を1枚の写真に撮ることができる。

移動した距離
要した時間

A

B

5分間休憩
出発：10時20分

瞬間の速さ：14.4km/h

瞬間の速さ：15.6km/h

到着：10時50分

徐々に加速

徐々に減速

徐々に減速

徐々に加速

〔AB間の平均の速さ〕

5.4（km）÷0.5（時間）＝10.8（km/h）

AB間の距離：5.4km

A B

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

AB間の平均の速さ：4.6（cm）÷0.1（秒）＝46（cm/s）

AB間の時間： （秒）の間隔が6つあるので、 （秒）×6＝ （秒）＝0.1（秒）1
60

1
60

6
60

1
60
秒

《1秒間に60回打点する記録タイマーによるテープ》
4.6cm
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【力がはたらく運動】

運動している物体にはたらく力の向きによって、運動のようすが変化する。

◆斜面上の物体 斜面上の物体にはたらく重力を、斜面に平行な力

（斜面に沿って下向きの力）と斜面に垂直な力（斜

面の抗力と作用・反作用の関係にある力）に分解し

たとき、斜面に平行な力の大きさは、斜面の傾きが

大きいほど大きい。

◆速さが増加する運動 物体が運動する向きと同じ向きの力がはたらくとき、その物体の速さは増加

する。

◆速さが減少する運動 物体が運動する向きと逆向きの力がはたらくとき、その物体の速さは減少

する。

《斜面を上がる運動》 《摩擦のある水平面上の運動》

運動の向き摩擦力運動の
向き

斜面に平行な力

《ゆるやかな斜面を下る運動》

運動の向き
運動の向き

時間

速さ

0

《急な斜面を下る運動》

時間

速さ

0

速さの変化が
小さい。

斜面に平行な力 大斜面に平行な力 小

速さの変化が
大きい。

《斜面上の物体にはたらく力》

なめらかな斜面上に置かれた物体には、

重力と抗力がはたらいている。この2つの

力の合力が、斜面に平行な力となって、斜

面を転がっていく。また、斜面を斜辺とする

直角三角形を考えたとき、重力の大きさと

斜面に平行な力の大きさの割合は、その直

角三角形の斜辺の長さと高さの割合に等

しい。

重力： ＝ ：高さ
斜面に
平行な力

斜辺の
長さ

重力

斜面に
平行な力

抗力

（斜
辺）

（高さ）

重力

斜面に
平行な力

斜面に
垂直な力
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【力がはたらかない運動】

運動している物体に外部からの力がはたらかないとき、その物体の運動のようすは変化しない。

◆等速直線運動 直線上を一定の速さで動く運動。速さが一定なので、時間と距離は比例する。等

速直線運動している物体には、その運動の向きに力がはたらかないか、はたらいて

いてもつり合っている。

◆慣性 物体がそのままの運動状態を続けようとする性質を慣性という。物体に外から力がはたら

かないか、はたらいてもそれらの力がつり合っているとき、静止している物体はいつまでも静止

し、運動している物体はそのまま等速直線運動を続ける。

【仕事】

物体に力を加えて、力の向きに物体を動かしたとき、力は

仕事をしたといい、 J（ジュール）で表す。

◆仕事率 1秒間にする仕事の量を仕事率といい、電力

の単位と同じW（ワット）で表す。電力は、電気の

はたらきによって1秒間にする仕事の量のことで

ある。

《静止》

《急発進》

静止しようとうとする性質に
よって現れる慣性力

《運動》

《急停止》

運動中の速度を保とうとする性
質によって現れる慣性力

運動の向き抗力

重力

時間

速さ

0
※重力と抗力は
つり合っている。 時間

距離

0

仕事〔J〕＝力の大きさ〔N〕×力の向きに動いた距離〔m〕

仕事率〔W〕＝仕事の量〔J〕÷要した時間〔秒〕

《重力に逆らってもち上げる仕事》

《摩擦力に逆らって動かす仕事》

高さ：h

重力：M

もち上げる仕事＝M×h

摩擦力：F

動かす仕事＝F×L

距離：L
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【仕事の原理】

道具を使って仕事をするとき、その仕事の量は、道具を使わずにした仕事の量と変わらない。

◆てこを使った仕事 下図のように、軽いてこを使って重さMの物体を高さ hだけもち上げるとき、て

こに加える力をF、下向きに動かした距離をLとすると、

F＝ M、L＝ h

このとき、てこにした仕事の量は、

F×L＝ M× h

＝M×h

となり、てこを使わずにした仕事の量と同じになる。

◆滑車を使った仕事 右図のように、軽い動滑車を使っ

て重さMの物体を高さ hだけもち上

げるとき、動滑車に加える力は 倍

に、動かす距離は2倍になる。このと

き、動滑車にした仕事の量は、

M×2h＝M×h

となり、動滑車を使わずにした仕事の

量と同じになる。

◆斜面を使った仕事 下図のように、なめらかな斜面に沿って重さMの物体を距離Lだけ引き上げる

ときの仕事の量は、仕事の原理により、斜面を使わずに重さMの物体を高さhだ

けもち上げる仕事の量に等しい。よって、重さMの物体を斜面に沿って引き上げ

るのに必要な力をFとすると、

F×L＝M×h

F＝ M （P55の《斜面上の物体にはたらく力》参照）

重さ：M

a

b 高さ：h 距離：h
力：M力：F

距離：L

b
a

a
b

1
2

h
L

重さ：M
距離：h
力：M高さ：h

斜面
の長
さ：
L

距離：L
力：F

1
2

a
b

b
a

【てこの原理】

重さ：M

a b

力：F F×a＝M×b

支点

重さ：M
距離：h
力：M

力： M

距離：2h

1
2

高さ：h

動滑車

《定滑車》
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【エネルギー】

物体が他の物体に対して仕事をすることができる能力があるとき、その物体はエネルギーをもってい

るという。

◆エネルギーの単位 エネルギーの大きさは、他の物体に対する仕事の大きさで決まるので、仕事と

同じJ（ジュール）を使う。

◆位置エネルギー 高いところにある物体がもつエネルギー。右図

のように、金属球をある高さから斜面上を転がし

て木片にぶつけるとき、金属球が重く、転がす高さ

が高いほど木片が大きく動く。位置エネルギーの大きさは、地面や床などの基準面

からの高さに比例し、物体の重さに比例する。

◆運動エネルギー 運動している物体がもつエネルギー。右図のよ

うに、金属球をなめらかな平面上で転がして木片

にぶつけるとき、金属球が重く、転がす速さが速いほど木片が大きく動く。

【力学的エネルギー保存の法則】

物体が運動するとき、空気の抵抗や摩擦による熱が発生しなければ、位置エネルギーと運動エネル

ギーの合計は常に一定である。

◆力学的エネルギー 位置エネルギーと運動エネルギーの和のこと。

◆落下運動 下左図のように、おもりをA点から静かにはなすと、位置エネルギーを運動エネルギー

に変えながら落下していく。

◆振り子の運動 下右図で、振り子のおもりをB点から静かにはなすと、位置エネルギーを運動エネ

ルギーに変えながらC点に達する。その後、運動エネルギーを位置エネルギーに変え

ながらD点に達し、再びC→Bへと動く。

位置エネルギー〔J〕＝物体の重さ〔N〕×基準面からの高さ〔m〕

《振り子の運動》

B

《落下運動》

運動エネ
ルギー

位置エネ
ルギー

力学的エ
ネルギー

A

位置エネ
ルギー

運動エネ
ルギー

力学的エ
ネルギー

C

D

金属球

木片

木片 金属球
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◆エネルギーの保存 力学的エネルギーは、摩擦力などがは

たらいた場合には保存されない。右図で、

A点から自然に転がした物体は、床との間

に摩擦がなければ力学的エネルギーが一

定なのでC点まで転がるが、摩擦がある場合は、物体がA点でもっていた力学

的エネルギーの一部が摩擦による熱エネルギーとして失われてしまうため、C点

までは転がらない。このとき、物体がB点まで転がったとすると、A点とB点の位

置エネルギーの差Eが摩擦によって失われた熱エネルギーである。このように、

エネルギーはその形を変えることはあるが、全体の量は常に一定である。

《電気エネルギー》

電気がもつエネルギーを電気エネルギーという。電力量ともいい、次の式で

表される。

右図のように、モーターの軸に糸を巻つけて物体を

もち上げる仕事を考えてみる。モーターに1.5Vの電

圧を加えると0.2Aの電流が流れたとすると、10秒間

にモーターが電源から得た電気エネルギーは、

1.5〔V〕×0.2〔A〕×10〔秒〕＝3.0〔 J〕

また、この10秒間にモーターが2.0Nの物体を1.2m引き上げたとすると、モー

ターが物体にした仕事は、

2.0〔N〕×1.2〔m〕＝2.4〔 J〕

このとき、モーターが電源から得たエネルギーよりも、モーターが物体にした仕

事が小さいのは、モーターが熱を発生したためであり、その量は、0.6Jである。

電気エネルギー〔J〕＝電力〔W〕×時間〔秒〕

モーター

物体

糸

電
源

A C

E

B
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【イオン】

原子が電子のやりとりを行って、電気をもつようになった粒子。

◆原子の構造 中心には原子核があり、正の電気をもつ陽子と何

の電気ももたない中性子からできている。また、原子核

のまわりには負の電気をもつ何個かの電子がある。元

素の性質は陽子の数によってが決まるが、同じ元素で

も中性子の数が異なる原子があり、これらを同位体（同位元素）という。

◆陽イオン 原子が電子を放出して＋の電気をもった粒子。元素

記号の右上に、＋の記号と放出した電子の数（1は省略

する）をつけて表す。

◆陰イオン 原子が電子を受け取って－の電気をもった粒子。元素

記号の右上に、－の記号と受け取った電子の数（1は省

略する）をつけて表す。

【電離】

水溶液中で、溶質が陽イオンと陰イオンに分かれることを電離という。

◆電解質 水に溶かしたときに電離する物質。水溶液は電流を流す。食塩や塩化銅など。

《銅原子》 《銅イオン》

陽子：29個（＋29）
電子：29個（－29）

陽子：29個（＋29）
電子：27個（－27）

＋

元素記号

Cu
化学式

Cu2＋

電子2個を放出

《塩素原子》 《塩化物イオン》

元素記号

Cl
化学式

Cｌー

＋

陽子：17個（＋17）
電子：17個（－17）

陽子：17個（＋17）
電子：18個（－18）

電子1個を受け取る

CuCl2 Cu
2 ＋

2Cl
－

＋Cl
－

Na
＋

NaCl ＋

《食塩（塩化ナトリウム）の電離》 《塩化銅の電離》

電子

原
子
核

陽子

中性子

水素イオン H＋

ナトリウムイオン Na＋

亜鉛イオン Zn2＋

バリウムイオン Ba2＋

アンモニウムイオン NH4
＋

数個の原子が結びついた原子
団が正の電気をもつ陽イオン

水酸化物イオン OH－

硫酸イオン SO4
2－

炭酸イオン CO3
2－

数個の原子が結びついた原子
団が負の電気をもつ陰イオン見本
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◆非電解質 水に溶かしたときに電離しない物質。水溶液は電流を流さない。砂糖やブドウ糖など

の糖類や、エタノールなどのアルコール類。

【塩酸の電気分解】

陽極から塩素、陰極から水素が発生する。

◆水溶液のようす 塩酸は塩化水素の水溶液で、塩化物イ

オンと水素イオンに電離している。

◆陽極での変化 塩化物イオンCl－が電子を1個陽極に与

えて、塩素原子Clとなる。塩素原子Clは2個

結合して塩素分子Cl2になる。

◆陰極での変化 水素イオンH＋は陰極で電子を1個受け取り、水素原子Hに

なる。水素原子Hは2個結合して水素分子H2になる。

◆電極のようす 陽極から発生する塩素分子Cl2の数と陰極から発生する水素分子H2の数は同じだ

が、塩素は水に溶けやすいため、水素よりも集まる量は少ない。

【塩化銅水溶液の電気分解】

陽極から塩素、陰極から銅が析出する。

◆水溶液のようす 塩化銅は水溶液中で、塩化物イオンと

銅イオンに電離している。

◆陽極での変化 塩化物イオンCl－が電子を1個陽極に与

えて塩素原子Clになる。塩素原子Clは2個

結合して塩素分子Cl２になる。

◆陰極での変化 銅イオンCu２＋は陰極で電子を2個受け取って銅原子Cu

になり、電極に赤色の銅が付着する。

◆水溶液の色の変化 銅イオンCu２＋には色(青色)があり、電気分解が進むにつれて銅イオンCu２＋

が減るため、水溶液の色はうすくなる。

CuCl2→Cu2＋＋2Cl－

2Cl－→Cl2＋2e－ （e－は電子）

HCl→H＋＋Cl－

2Cl－→Cl2＋2e－ （e－は電子）

Cu2＋＋2e－→Cu
（e－は電子）

H Cl

2HCl

H ＋ Cl－

＋

H2 Cl2＋

H ClH Cl

《陰極》 《陽極》

H Cl H ＋ Cl－

電源

＋

Cl2＋

Cl Cl

《陰極》 《陽極》

電源

Cu2 ＋Cu

Cu

Cl

Cl
Cl－

Cl－

CuCl2 Cu

2H＋＋2e－→H2

（e－は電子）

見本
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【酸とアルカリ】

水溶液は、酸性・中性・アルカリ性に分類できる。

◆酸 水溶液中で電離して、水素イオンH＋を生じる化合物

を酸といい、酸の水溶液に共通の性質を酸性という。酸

の水溶液は、酸味があり、マグネシウム、アルミニウム、

亜鉛、鉄などの金属をとかして水素を発生させる。

◆アルカリ 水溶液中で電離して、水酸化物イオンOH－を生

じる化合物をアルカリといい、アルカリの水溶液に

共通の性質をアルカリ性という。アルカリの水溶

液を皮膚につけると、ぬるぬるした感じになる。

◆pH 水溶液の酸性やアルカリ性の強さを表す指数。中性のpHは7で、数値が7より小さいほど酸

性が強く、7より大きいほどアルカリ性が強い。

【中和】

酸性の水溶液とアルカリ性の水溶

液を混ぜ合わせると、お互いの性質

を打ち消し合う反応が起こる。このと

き、酸の水素イオンとアルカリの水酸

化物イオンが結びついて、水をつくる

反応を中和という。

◆塩 酸とアルカリを反応させた

ときにできる、水以外の物質。

◆こまごめピペット 少量の液体をとるための器具。持つときは、

親指と人差し指でゴム球を、残りの指でガラ

スの部分を持つ。

酸性 中性 アルカリ性

リトマス紙 青色→赤色 変化なし 赤色→青色

BTB溶液 黄色 緑色 青色

フェノールフタレイン溶液 変化なし（無色） 変化なし（無色） 赤色

例
塩酸、硫酸、炭酸水、

酢、果物の汁

食塩水、砂糖水、

アルコール水溶液

水酸化ナトリウム水溶液、

アンモニア水、石灰水

《塩酸》
HCl→H＋＋Cl－

《硫酸》
H2SO4→2H＋＋SO4

2－

《水酸化ナトリウム水溶液》
NaOH→Na＋＋OH－

《水酸化バリウム水溶液》
Ba（OH）2→Ba2＋＋2OH－

酸 アルカリ 水 塩

H＋

陰イオン

OH－

陽イオン

水

塩

塩酸
水酸化ナトリ
ウム水溶液

水 塩化ナトリウム

硫酸
水酸化バリウ
ム水溶液

硫酸バリウム

（食塩・水に溶ける）

（白色で沈殿する）

＋ → ＋

＋ ＋

＋ ＋

→

→ 水

ゴム球に液体が
入るのを防ぐ。

ゴム球

安全球

見本
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【イオン化傾向】

金属の陽イオンへのなりやすさをイオン化傾向という。

◆亜鉛と硫酸銅水溶液 硫酸銅水溶液に亜鉛板を入れ

ると、イオン化傾向の大きい亜鉛原

子Znがとけ出して亜鉛イオンZn2＋

になる。このとき残された電子を水

溶液中の銅イオンＣｕ2＋が受け取って銅原子Ｃｕになり、亜鉛板にはりつく。

【ダニエル電池】

硫酸亜鉛水溶液と硫酸銅水溶液に、亜鉛板と銅板を浸した構造の電極を、ダニエル電池という。

◆仕組み 亜鉛は銅よりもイオン化傾向が大きいので、亜鉛原子Znが亜鉛イオンZn2＋になってとけ

出す。このときに残された電子は、導線を通って電球に流れる。そして、電球を経て銅板へ流

れてきた電子を硫酸銅水溶液中の銅イオンＣｕ2＋が受け取って銅原子Ｃｕになり、銅板には

りつく。

◆セロハンの役割 セロハンの袋や素焼きの容器は、イオンを通す性質がある。ー極側で増えた亜

鉛イオンZn2＋と＋極側で余った硫酸イオンSO4
2＋が行き来することで、電気的なバ

ランスが整えられる。

◆起電力 起電力を大きくするには、亜鉛原子が亜鉛イオンになりやすいように、硫酸亜鉛水溶液の

濃度を小さく（水溶液中の亜鉛イオンを少なく）し、より多くの銅イオンが銅原子になれるよ

うに、硫酸銅水溶液の濃度を大きくする。

Mg

マグネシウム

Al

アルミニウム

Zn

亜鉛

Fe

鉄

Cu

銅

《陽イオンになりやすい》 《陽イオンになりにくい》

イオン化傾向大 小

電流の向き電子の流れ

Zn 2＋

Ｚｎ
SO42-

SO42-
CuCu2＋

《ー極》 《＋極》

セロハンの袋か素焼きの容器

亜鉛板 硫酸銅水溶液硫酸亜鉛水溶液

Zn2＋

銅板

Zn2 ＋

Cu

Cu2＋

Ｚｎ SO4
2-

亜鉛板

硫酸銅水溶液

Zn→Zn2+＋2e－ Cu2+＋2e－→Cu

見本
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【熱の伝わり方】

熱の伝わり方には、伝導、対流、放射がある。

◆伝導 熱が、金属などの固体の中を、温度の高い方から低

い方へ向かって伝わっていくことを伝導という。

◆対流 水や空気など、液体や気体の中では、加熱された部

分は上に上がり、そこへ温度の低い部分が流れ込んで

きて加熱される。これがくり返えされて、対流が起こる。

◆放射 太陽の光に当たったり、ストーブの前にいるときのよ

うに、熱が空気をあたためないで、離れた物を直接あ

たためるような熱の伝わり方を放射という。

【エネルギーの変換】

エネルギーはさまざまなエネルギーに変換され、私たちの生活に利用されている。

◆化学エネルギー 物質がもっているエネルギー。石油

や石炭がもつ化学エネルギーは、燃

焼によって熱や光のエネルギーに変

わる。このように、物質を化学変化さ

せることによって、他のエネルギーに

変えることができる。

◆熱エネルギー 高温の物体がもっているエネルギー。

蒸気機関は水を熱して高温高圧の水

蒸気をつくり、その水蒸気のもつエネルギーを運動エネルギーに変えている。

◆光エネルギー 光がもっているエネルギー。光電池

（太陽電池）は光エネルギーを電気

エネルギーに変えている。

◆電気エネルギー 電気がもっているエネルギー。モ

ーターは電気エネルギーを運動エ

ネルギーに変えている。

《伝導》 《対流》

太陽
地球

空気
《放射》

《蒸気機関》

水蒸気

水

ピストン

化石燃料

…運動エネルギー

…熱エネルギー

…化学エネルギー

光

光電池

モーター …運動エネルギー

…電気エネルギー

…光エネルギー

見本
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【エネルギー資源】

私たちは、いろいろなエネルギー資源を、いろいろな発電の方法で電気エネルギーに変換して利用し

ている。

◆水力発電 ダムにたくわえられた水がもつ位置エネルギーによってタービンを回して電気エネルギ

ーを取り出す。大気汚染などの公害は起きないが、ダムの建設によって自然環境の破壊

をまねき、地形など立地条件に制約がある。

◆火力発電 化石燃料がもつ化学エネルギーを、燃焼によ

って熱エネルギーに変換して水を加熱し、高圧に

した水蒸気でタービンを回して電気エネルギー

を取り出す。立地条件に制約はないが、化石燃

料を燃焼させるので二酸化炭素などが発生し、

公害を引き起こす。

位置エネルギー

水の運動エネルギー

電気エネルギー

高いところにある水

落下する水

回転するタービン

電流が生じる

タービンの
運動エネルギー

発電機

ダム

タービン

水

《化石燃料》

石油・石炭・天然ガスは大昔の生物が変化してできたもので、化石燃料と呼ばれる。

植物は光合成によって太陽エネルギーを化学エネルギーに変換して体内にたくわえ、動

物はその植物を食べることによって化学エネルギーをたくわえている。つまり、化石燃料

がもつ化学エネルギーは、太陽エネルギーが変換してできたものである。

《地球温暖化》

空気中の二酸化炭素は、地表から出る熱を吸収し、大気中

に保つはたらきがあり、そのために気温が上昇する現象を温

室効果という。温室効果によって地球の温暖化がすすむと、氷

河の一部がとけることによる海面の水位の上昇などを引き起

こす。

二酸化炭素

熱熱

《ダムにたくわえられた水がもつ位置エネルギー》

海や湖の水は、太陽エネルギーによって蒸発する。やがて雨となって地上に降り注いだ

水がダムにたくわえられ、その水が位置エネルギーをもつことになる。

化学エネルギー

熱エネルギー

化石燃料

水蒸気

運動エネルギー

電気エネルギー電流が生じる

回転するタービン見本
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◆原子力発電 ウランなどの原子の核が分裂するときに放

出する熱エネルギーを利用して水蒸気をつく

り、タービンを回して電気エネルギーを取り出

す。少量の燃料から大量のエネルギーを取り

出すことができるが、使用済み核燃料の処理

や放射能汚染などの問題がある。

◆新しいエネルギー資源 化石燃料や核燃料は、さまざまな公害を引き起こしたり、埋蔵量に限りが

あるなどの問題がある。そこで新しいエネルギー資源による発電方法の研

究が進められている。

風力発電 風の力で風車を回して発電する。

地熱発電 地下にある天然の水蒸気を取り出してタービンを回し、発電する。

太陽光発電 太陽エネルギーを直接電気エネルギーに変える。

バイオマス発電

燃料電池 水素と酸素を化学反応させて、水と電気エネルギーを取り出す。

木のくずやわら、動物のふん、生ゴミなど、ゴミとして捨てられてきたも

のを燃料（バイオマス燃料）として火力発電と同じ方法で発電する。

《放射線・放射能・放射性物質》

放射線を出す能力を放射能といい、放射能を持つ物質を放射性物質という。自然

界には様々な放射性物質が存在し、地中や空気中、食べ物などからも出ている。また、

宇宙からも放射線は降り注いでいる。放射線には物質を透過する能力があるので、外

部から受けた放射線が人や物体に取り込まれることはない。

放射性物質から1秒間に出る放射線の数を表す単位を「Bq（ベクレル）」という。た

だ、「Bq」の値が同じでも、放射線の種類によって人体への影響が異なる。そこで、放

射線による人体への影響の大きさを表す単位として

「Sv（シーベルト）」がある。日本に住む私たちが、自

然界から1年間に受ける放射線量は、平均2.1mSv

（ミリシーベルト）である。

X （エックス）線 原子核の外から発生する電磁波（光の一種）

γ（ガンマ）線 原子核から発生する電磁波（光の一種）

α（アルファ）線 ヘリウムの原子核（陽子２個と中性子２個が結合したもの）

β（ベータ）線 電子

中性子線 中性子

レントゲンによる
放射線量

0.06mSv
(1Sv=1000mSv)

…核エネルギー

…熱エネルギー

…運動エネルギー

…電気エネルギー

核燃料

水蒸気

回転するタービン

電流が生じる

見本
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【エネルギーの有効利用】

白熱電球は、電気エネルギーを光エネルギーに変換するための装置

であるが、同時に熱エネルギーにも変換されてしまう。このように、エネル

ギーが変換されるときには、その一部が利用目的以外のエネルギーにも

変換されてしまう。そのため、エネルギーを効率よく利用できるようにする

ことが重要である。

◆LED（発光ダイオード） 白熱電球や蛍光灯に比べて熱エネルギー

に変換されにくく、寿命が長い。

◆コージェネレーションシステム ガスエンジンやディーゼルエンジンを用いて発電するとともに、その

際に発生する排熱を暖房や給湯などに利用するシステム。

【科学技術の進歩】

科学技術の進歩によって、さまざまな新素材や技術が開発されている。

◆プラスチック さびない、くさらない、自由に形を変えることができ

るなどの特長をもつ。一方、海や川に捨てられたプラス

チックは、くさらずにいつまでも残ってしまうため、海や

川にすむ生物に影響を与える。また、プラスチックの原

料には主に石油が使われており、成分によっていくつ

かの種類がある。そのため、それらを一まとめでリサイクルすることが難しい。

◆情報・通信技術 コンピュータや、光ファイバーなどの通信技術の発達により、一度に大量の情報

をやりとりすることができるようになった。その一方で、個人情報の流出やコンピュ

ータウィルスによるプログラムやデータの破壊などの問題が起きている。

特徴 主な用途

ポリエチレン（PE） 薬品に強い。 洗剤等の容器、バケツ、レジ袋

ポリプロピレン（PP） 熱に強い。 食品容器、包装用のひも

ポリスチレン（PS） 成形しやすい。 プラモデル、発泡スチロール

ポリエチレンテレフタラート（PET） 透明で、割れにくい。 ペットボトル、玉子のパック

ポリ塩化ビニル（PVC） 燃えにくく、薬品に強い。 水道管・ホース

電気エネルギー

光エネルギー

熱エネルギー

《識別マーク》

ペットボトル プラスチック
（ペットボトル以外）見本
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【細胞分裂】

1つの細胞が分かれて新しい2つの細胞になることを細胞分裂という。植物の細胞分裂では、核が2

つに分かれ、さらに細胞質が2つに分かれて新しい2つの細胞になる。生物は細胞分裂によって細胞の

数が増え、それぞれの細胞が大きくなることにより成長する。

◆成長点 植物の根の先端付近にある成長点で

は、細胞分裂が最もさかんに行われている。

また、根冠は、成長点を保護している。

◆細胞分裂の観察 ① タマネギの根の先端を切り

取り、これをうすい塩酸につ

け、約60℃で数分間あたためる。こうすると細胞間

の結びつきがゆるんで、観察しやすくなる。

② ①の材料を取り出し、スライドガラスの上に置き、

酢酸カーミン液を1～2滴落としてカバーガラスをか

け、ろ紙をかぶせて親指で押しつぶす。こうすると細

胞の重なりがなくなり、観察しやすくなる。

【有性生殖】

雄と雌が生殖細胞（精子または精細胞と卵または卵細胞）をつくり、それらの核が合体（受精）

して子孫をふやすしくみを有性生殖という。

◆受精 雄と雌の生殖細胞が合体すること。受精した卵または卵細胞を受精卵という。

◆発生 受精卵から出発して1つのからだができあがるまでの過程を発生という。発生は受精と同

時に開始され、受精卵は細胞分裂を始める。受精卵の分裂は、ふつうの細胞分裂と違って、分

裂した細胞がほとんど大きく成長しないまま次の分裂を開始する。そのため、細胞1個の大き

さは、次第に小さくなっていく。

染色体

染色体が２つに
割れて、細胞の
中央にならぶ。

染色体が
現れる。

染色体が細胞
の両端に引か
れる。

中央にしきり
ができる。

２つの細胞に
分かれる。

ろ紙

スライドガラス

根冠

成長点

根毛 成長

分裂見本
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◆胚 受精卵が細胞分裂を始めてから、1

つのからだ（個体）になるまでの時期

のものを胚という。胚は外から栄養を

取り込むことができないので、胚の呼

吸のための養分は、卵の中にたくわえ

られている養分が使われる。このた

め、発生の過程における胚の重さは次

第に軽くなっていく。

◆植物の有性生殖 花粉管の中でつくら

れた精細胞の核と、胚珠の中でつくられた卵細胞の核とが受精し、できた受精卵

が胚へと成長していく。そして、子房は果実に、胚珠は種子になる。

◆有性生殖の特長 有性生殖では遺伝子の新しい組み合わせをもつ子孫が生じるため、環境の変

化に対していろいろな適応性をもつ個体が現れる可能性がある。また、品種改良

によってよりよいものをつくり出すことができる。

【無性生殖】

雄や雌に関係なく子孫をふやすしくみを無性生殖という。

◆単細胞生物の無性生殖 からだがほぼ同じ大きさの2つに分かれ

てふえる。これを分裂という。

◆多細胞生物の無性生殖 根・茎・葉などの一部に芽ができ、新し

い個体をつくる。サツマイモ（根）、ジャガイ

モ（茎）、アジサイ（さし木）などがある。

◆無性生殖の特長 環境の変化に対応はできないが、よい品種を安

定してふやすことができる。

花粉

受粉

子房 胚珠

花粉管精細胞

受精

卵細胞 果実 種子

胚

卵

精子

雌

雄

精巣

卵巣

受精 受精卵

発生

《ゾウリムシの分裂》

《ジャガイモ》
新しい芽

地下の茎

見本
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【遺伝】

親の形や性質が子に伝わること。

◆形質 生物のからだの形や色、性質などの特徴を形質という。

◆遺伝子 形質を現すもとになるものを遺伝子という。遺伝子の本体はDNA（デオキシリボ核酸）と

いう物質であり、染色体にある。染色体の数は生物の種類によって決まっている。

◆減数分裂 卵や精子などの生殖細胞

をつくるときに行われる細胞

分裂では、染色体の数が半

分になる（右図①）。これを減

数分裂といい、減数分裂によ

って対になっている遺伝子が

それぞれ別々の生殖細胞に

入ることを、分離の法則とい

う。減数分裂によって半分に

なった染色体は受精によって1つになり、元の染色体の数にもどる（右図②）。

◆優性と劣性 遺伝的に純粋で、相反する形質をもつ個体（親）どうしをかけ合わせると、その子に

は親のどちらか一方の形質だけが現れる。このとき、子に現れる方の形質を優性、子に

現れない方の形質を劣性という。たとえば、代々子葉が黄色い種子をつくるエンドウ

と、代々子葉が緑色の種子をつくるエンドウをかけ合わせると、すべて子葉が黄色の種

子をもつエンドウができる。このとき、子葉の色を黄色にするのが優性で、緑色にする

のが劣性である。

◆遺伝のしくみ 対立する遺伝子の組み合わせをもつ個体Aaが生殖細胞をつくるとき、それらの遺

伝子Aとaは、それぞれ別々の生殖細胞に分かれて入る（分離の法則）。そのため、個

体Aaどうしのかけ合わせでは、2種類の卵細胞と2種類の花粉（または精子）が存在

することになり、4通りのかけ合わせが考えられる。そしてこのとき、優性の形質をもつ

個体と劣性の形質をもつ個体が、3：1の比になって現れる。

子葉が黄色の種子

子葉が緑色の種子

子葉が黄色の種子
A

a

A a

A

a

A

a

雄または
おしべ

精子または
精細胞

卵または
卵細胞

雌または
めしべ

① ①

染色体 染色体

減数分裂

受精
子は親と異なる
遺伝子の組み合
わせをもつ。

②

見本
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【生物の進化】

生物は、長い年月をかけてからだのつくりが変化し、いろい

ろななかまに分かれていった。

◆セキツイ動物の進化 およそ5億年前に、最初のセキツ

イ動物である魚類が現れた。やが

て魚類のあるものが進化して両生

類になり、さらにハチュウ類やホニ

ュウ類、さらに鳥類と、陸上生活に

適したものへ進化してきた。

◆シソチョウ シソチョウ（始祖鳥）の化石は、今から約1億4千万年

前の地層から発見された。全身を羽毛におおわれ、前足

がつばさになっており、くちばしがあるなど、鳥類の特徴

をもっているが、前足につめがあり、長い尾骨をもち、鋭

い歯があるなど、ハチュウ類の特徴も残している。このこ

とから、鳥類はハチュウ類から進化してきたと考えられる。

◆相同器官 外形や機能に関係なく、共通の構

造をもっている器官。例えば、鳥類の

つばさ、コウモリのつばさ、クジラの

胸びれ、ヒトの手などは、それぞれの

生活環境に適した外形や機能をもっ

ているが、これらはすべてセキツイ動

物の前足が起源であり、骨格も基本

的に一致した構造をもつ。

子葉が黄色の種子

子葉が黄色の種子

A a

A a

子葉が黄色 子葉が黄色

子葉が黄色 子葉が緑色

A

a

A aA A

aaA a

A a

５億年前

４億年前

３億年前

２億年前

１億年前

現在
魚
類

ハ
チ
ュ
ウ
類

鳥
類

ホ
ニ
ュ
ウ
類

両
生
類

ヒトの
手

クジラの
胸びれ

コウモリの
つばさ

鳥類の
つばさ

見本



- 74 -

【地球の自転】

地球は北極と南極を結ぶ軸（地軸）を中心に、1日で1周（360°）、西から東（北極の上空から見て

反時計回り）に回転している。

◆地球の自転と時刻 地球は、北極の上空から見て

反時計回り（左回り）に自転して

いるので、地球上での時間の経

過も反時計回り（左回り）になる。

【太陽の日周運動】

日本では、太陽は東から出て南を通り、西に沈むよう

に見える。これは地球の自転によって起こる見かけの運

動であり、太陽は天球上を1日に1回転（1時間に15°）

動いて見える。

◆天球 観測者から見て、太陽や星がはりついてい

るように見える球面。天体までの距離を無視し

て、方向だけを考えたもの。

◆天頂 観測点の真上の方向と天球の交わる点を

天頂という。

◆南中 太陽などの天体が真南にくることを南中という。また、観測者と南中した天体を結ぶ線と、

地面とがつくる角度を南中高度という。

◆太陽の日周運動の観察 右図のような装置で、サインペ

ンの先の影が円の中心にくるよう

にして、透明半球上に記録してい

く。その後、それらの点をなめらか

な曲線で透明半球のふちまで結

んでいく。

天頂

天球

北

西

南
南中高度

観測者

南中

日の出

日の入り

地平線東

サインペン

サインペンの影

透明半球

正午
（12時）

夜中
（0時） 太陽

北極

朝（6時）

夕（18時）

見本
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【星の日周運動】

星はたがいの位置を変えずに、全体が東から西へ動いて

見える。これは、地球が西から東へ自転することによって起こ

る見かけの運動であり、天球上を1日にほぼ1回転（1時間

に約15°）動いて見える。

◆東の空の星の動き 右上にのぼっていく。

◆南の空の星の動き 東から西（左から右）へ動く。

◆西の空の星の動き 右下におりていく。

◆北の空の星の動き 北極星を中心に反時計回り（左回り）に動く。

【地球の公転】

地球は太陽を中心に、1年で1周（360°）、自転と同じ向き（北極の上

空から見て反時計回り）に回転している。

◆地球と方位 下の図のように、地球を北極の上空から見た場合、地

球上のある地点から宇宙（天球）をまっすぐ見た方角は

真南になる。

北極星

東 南 西 北

太陽
夜中
（0時）

北極 正午
（12時）

夕（18時）

朝（6時）
朝に太陽が
見える方角

夕方に太陽が
見える方角

正午に太陽が
見える方角

西東

南

北

西
東

南 北

西
東

南北

西 東

南

北
北南

東

西

太陽見本
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【星の1年の動き】

地球は1日に約1°公転しているため、1日後（24時間後）の星の位置は前日の位置より約1°西にず

れている。つまり、星は1日に約361°動いて見えることになる。これは、星が約23時間56分で360°動い

て見えることになるので、星が同じ位置に見える時刻は、1日で約4分ずつ早くなっていく。

【太陽の1年の動き】

太陽が360°動いて見

える間（1日）に、星は約

361°動いて見えるので、

星の位置に対して、太陽

は1日に約1°ずつ、東へ

ずれていくことになる。

◆黄道 天球上の太陽の通り道を黄道という。

西南東西南東西南東

星は1日で361°
動いて見える。

《ある日の0時》 《その日の23時56分》 《次の日の0時》

太陽

（南）

（西より） 星

の
光

（南）

1°

ある日の0時

次の日の0時

星が同じ位置に見える時刻は
1日で約4分ずつ早くなる。

1°

1°

ふたご座

おうし座

かに座

しし座おとめ座てんびん座

おひつじ座

うお座
みずかめ座

やぎ座

いて座

さそり座

地球

太陽

黄道
左図の位置に地球があ

るとき、太陽はさそり座の

方向に見える（このとき

さそり座は見えない）。

西南東

《次の日の正午》

西南東

《ある日の正午》

太陽
星

（見えない）

星の位置に対して
東へ1 °ずれている。見本
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【太陽の動きと季節の変化】

季節によって太陽の南中高度や日の出・日の入

りの位置など、日周運動の経路が変化する。

◆春分・秋分 春分は3月下旬頃、秋分は9月

下旬頃で、昼と夜の長さが同じに

なる日。太陽が真東から出て真西

に沈む。

◆夏至 6月下旬頃で、太陽の南中高度が1年

で最も高く、昼の長さが最も長くなる日。日の出・日の入りとも、最も北よりになる。

◆冬至 12月下旬頃で、太陽の南中高度が1年で最も低く、昼の長さが最も短くなる日。日の出・

日の入りとも、最も南よりになる。

【地軸の傾きと季節の変化】

地球は地軸を公転面に対して約66.6°（公転面に垂直な方向に対して23.4°）傾けたまま公転して

いる。そのため、南中高度や昼・夜の長さが変化し、季節が生じる。

◆地面が受ける日光の量 夏は昼の長さが長いことに加え、

太陽の高度が高いため、同じ面積

に当たる日光の量が多くなり、気温

が上がりやすい。

太陽

春分

秋分

夏至

冬至

北半球で昼が

短く夜が長い。

北半球で昼が

長く夜が短い。
太
陽
の
光

太
陽
の
光

23.4°

66.6°
太
陽
の
光

昼と夜の長

さが等しい。

《春分と秋分》

地軸

公転面 公転面

夏至の日の太陽

冬至の日
の太陽

北

西

南

東

春分・秋分
の日の太陽

地面

見本
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【太陽】

直径が約140万km（地球の約109倍）あり、地

球からの距離は1億5000万kmある。高温の気体

からできており、表面の温度は約6000℃ある。

◆黒点 太陽の表面に現れる黒いはん点。温度

は約4500℃と低いため黒く（暗く）見え

る。黒点を観察すると毎日少しずつ移動

することから、太陽が自転していることが

わかる。また、太陽の中心部で丸く見えた

黒点が周辺部ではだ円に見えることか

ら、太陽が球形をしていることがわかる。

【月】

地球の衛星。表面は岩や砂でおおわれ、大きな噴火口のような形をしたクレーターがある。

◆大きさ 半径は地球の約 倍。地球からは太陽も

月もほぼ同じくらいの大きさに見える。これ

は、月と太陽の大きさの割合と地球からの

距離の割合がどちらも同じ割合（1：400）

になっているからである。

◆月の運動 月は、地球のまわりを西から東（北極の上空から見て反時計回り）へ約27.3日で1回

公転する。したがって、月は1日に約13°西から東へ公転するが、その間に地球も同じ方

向へ約1゜公転するため、1日後の月の位置は前日の位置より約12°東にずれている。つ

まり、月は1日に約348°動いて見えることになる。これは、月が360°動いて見えるのに約

24時間50分かかることになるので、月が同じ位置に見える時刻は、1日で約50分ずつ

遅くなっていく。

西南東 西南東 西南東

《0時50分》

月が同じ位置に見える時刻は
1日で約50分ずつ遅くなる。

月は1日で348 °
動いて見える。

《次の日の0時》《ある日の0時》

12°

1
4

プロミネンス

黒点

コロナ

地球 月
太陽直径の比＝1:400

距離の比＝1:400見本
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◆月の満ち欠け 月は、約29.5日の周期で満ち欠けをくり返す。

◆日食 太陽と地球の間に月が入って、地球から見て太陽の全部または一部が月によってかくされ

る現象。

◆月食 地球に対して月が太陽と反対側に入って、満月の全部または一部が地球の影によって暗く

なってしまう現象。

◆月の自転と公転 月の自転と公転は、その周期（27.3日）と向

きが同じため、地球からは月の同じ面しか見る

ことができない。

太陽

地球

日食のときの
月の位置

月食のときの
月の位置

太陽

上弦の月 三
日
月

新
月

下弦の月

満
月

地球

月の公転
の向き

6時（朝） 12時（正午） 18時（夕） 24時（夜中） 6時（朝） 12時（正午）

新月（太陽） 東 南 西

上 弦 の 月 東 南 西

満 月 東 南 西

下 弦 の 月 東 南 西

地球

月1
4

公転（ 周）

1
4自転（ 周）

見本
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【惑星】

太陽のまわりを公転し、太陽の光を受けて輝いている天体。すべてほぼ同じ平面上にあるため、黄道

付近で観察される。

◆水星 重力が小さいために気体を引きとめる力が弱く、大気をもたない。そのため、月の表面のよ

うに多くのクレーターが見られる。

◆金星 二酸化炭素を主成分とする厚い雲におおわれているために、表面のようすは地球からの観

測ではよくわからない。また、その二酸化炭素の厚い大気のために表面から熱が逃げにくく、

表面温度は450℃以上になっていると考えられている。

◆地球 酸素を含む大気と水があり、適温であることから、生物が生存できる環境にある。

◆火星 赤茶けた色をしており、クレーターや川が流れたような地形が見られる。二酸化炭素を主成

分とするうすい大気をもつ。

◆木星 表面に大きなだ円形のうず巻き状のものが見られる。おもに水素やヘリウムなどでできてい

るため、密度は小さい。

◆土星 木星と同じように、おもに水素やヘリウムなどでできている。

◆地球型惑星と木星型惑星 水星・金星・地球・火星は地球型惑星とよばれ、直径や質量は小さい

が、表面が岩石でできているため密度は大きい。また、木星・土星・天王

星・海王星は木星型惑星とよばれ、直径や質量は大きいが、表面は気

体でおおわれているため密度が小さい。

◆内惑星と外惑星 地球よりも内側を公転する惑星を内惑星、外側を公転する惑星を外惑星とい

う。

衛星

水 星 0.380 5.430 0.4 0.240 0

金 星 0.950 5.240 0.7 0.620 0

地 球 1.000 5.520 1.0 1.000 1

火 星 0.530 3.930 1.5 1.880 2

木 星 11.200 1.330 5.2 11.900 多数

土 星 9.400 0.690 9.6 29.500 多数

天王星 4.000 1.270 19.2 84.000 多数

海王星 3.900 1.640 30.1 165.000 多数

直径
（地球＝1）

惑 星 密度
（g/cm

3
）

公転周期
（年）

太陽からの平均距離
（地球＝1 ）

見本
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◆金星の見え方 満ち欠けし、見かけの大きさも変わる。明け方に東の空に見える金星を明けの

明星、夕方に西の空に見える金星をよいの明星という。

【銀河系】

太陽を含めて約1000億個の恒星が、直径約10万

光年ほどの凸レンズ形に集まっている大集団。

◆光年 光が1年間に進む距離を1光年といい、約

9兆4600億kmある。

◆太陽系 太陽を中心とする惑星やすい星などの

集まり。銀河系の中心から約3万光年離れ

た位置にある。

◆恒星 自ら光を出して輝いている天体。太陽や星

座を形づくる星。

◆すい星 太陽系の中で、放物線に近い軌道を描

く天体。ごくうすい気体や氷の粒の集まったものでできているため、太陽に接近すると、太陽

の熱でガスを放出し、長い尾を太陽の反対側につくることが多い。

南東西南

太陽

《よいの明星》 《明けの明星》

太陽から最も離れて

見えるため、最も長
時間観察できる。

太陽から最も離れて

見え るため、最も長
時間観察できる。

公転の
向き

10万光年

太陽

1.5万光年

3万光年

太陽

見本
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【食物連鎖】

生物どうしの食べる・食べられるの関係を食物連鎖という。

◆生産者 光合成によって有機物をつくり出す植物。食物連鎖のはじまりになる。

◆消費者 生産者がつくり出した有機物を食べて生活する草食動物、および草食動物を食べて生

活する肉食動物。

◆食物網 自然界では、生物どうしの食べる・食べられるの関係は1本の鎖状ではなく、複雑にから

みあい、網の目のようにつながっている。これを食物網という。

【個体数ピラミッド】

ある地域でみられる食物連鎖の関係にある生物の個体数を

調べてみると、緑色の植物、草食動物、小形の肉食動物、大形

の肉食動物と栄養段階が進むにつれて個体数が減少し、それ

らを重ねるとピラミッド形になる。この個体数の関係は、長期間

にわたってくずれることはない。たとえば、右図で、いま生物Bが

何かの原因で増加したとする（図a）。生物

Cは、えさが増えることになるので増加し、

生物Aは今まで以上に食べられるので減

少する（図b）。このような状態になると、生

物Bはえさの生物Aが減り、天敵の生物C

が増えるので減少する（図c）。すると、増え

ていた生物Cはえさの減少によって減り、減

っていた生物Aは天敵の減少によって増え、

元のつり合いにもどる（図d）。

植物 草食動物 小形の肉食動物 大形の肉食動物

《消費者》《生産者》

A

B

C

（図a）

A

B

C
増

減

（図b）

A

B

増

（図c）

A

C

B減

（図d）

A

B

C

増

減

C

肉食動物

草食動物

緑色の植物

見本



- 83 -

【分解者】

土の中の小動物によって細かくされた落ち葉や動物の死がいなどの有機物は、菌類や細菌類によっ

て、二酸化炭素・水・窒素化合物などの無機物に分解される。このようなはたらきをする菌類・細菌類を

分解者という。

◆土の中の小動物 落ち葉や動物の死がいなど

は、土の中の小動物に食べられ

て細かくなっていく。

◆菌類 カビ・キノコのなかま。からだは菌糸から

できている。

◆細菌類 ダイチョウキンやニュウサンキンなど。

単細胞生物で、分裂によってふえる。

【物質の循環】

物質は形を変えてくり返し使われる。

◆炭素と酸素の循環 生産者は炭素を無機物の形（二酸化炭素）で取り入れ、光合成によって有

機物（デンプンなど）と酸素をつくる。そして有機物の形で生物間を移動した炭

素は、呼吸によって再び無機物の形として空気中にもどる。

◆窒素の循環 窒素を含む有機物（アミノ酸・タンパク質）は分解者によって無機物（窒素化合物）

に分解され、それを生産者が根から吸収し、再び窒素を含む有機物に合成される。

二酸化炭素

酸素

落ち葉・動物の死がい・排出物

光合成

呼吸

呼吸
呼吸

呼吸

生産者 消費者

分解者

有機物の流れ

無機物の流れ

光

消費者

ミミズ ダンゴムシ ムカデクモ

《草食の小動物》 《肉食の小動物》

《キノコ》《カビ》

菌糸が集まって
できている。

菌糸
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【気候変動】

気温や降水量など、大気の平均状態を気候という。気候は様々な要因によって、長い年月の間に変

動している。

◆自然的要因 太陽活動の変化や、火山の噴火による大気中の微粒子の増加によって、気温が変

動することが考えられる。また、エルニーニョ現象などの海面水温の変化は、気候変動

に大きな影響を及ぼしている。

◆人為的要因 化石燃料の消費によって、大気中の二酸化炭素濃度が大きくなり、地球温暖化をも

たらしている。また、森林破壊によって、水の循環に影響を及ぼしている。

【外来生物】

人間の活動によって、それまでその生き物が生息して

いなかった地域に入ってきた生物を、外来生物という。自

然界は、長い期間をかけて、食物連鎖による安定した生

物個体数のバランスを保ってきた。そこに外来生物が侵

入してくると、その地域に天敵のいない外来生物は、もと

もとその地域で生活していた在来生物を追い払い、自然

界に悪影響を及ぼす場合がある。

《エルニーニョ現象》

太平洋赤道域の東部（南米沿岸付近）の海面水温が高くなる現象を、エルニーニ

ョ現象という。エルニーニョ現象が起こると、日本では冷夏・暖冬となる傾向がある。逆

に、同じ海域で海面水温が低くなる現象をラニーニャ現象といい、日本では暑夏・寒

冬となる傾向がある。

《おもな外来生物》

動物 植物

アライグマ
ヌートリア

カミツキガメ

ミシシッピアカミミガメ

ウシガエル

オオカナダモ
セイヨウタンポポ

ハルジオン

ヒメジョオン

ホテイアオイ
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